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藤田大介:水産試験場研究報告の藻類関係論文リスト 3

(1998 ~ 2000年)

北海道立水産試験場研究報告

1998 52: 1-8 名畑進一・酒井勇一:北海道東部

におけるウガノモクの初期菰態菰成と成長

1999 54: 33-40 名畑進一・干川裕・酒井勇一・

船岡輝幸・大堀忠志・今村琢磨:キタムラサキ

ウニに対する数種海藻の餌料価値

1999 56:125・135 赤池章一・吉田秀嗣・松田泰

平・八木宏樹・富山優:北海道積丹半島におけ

る大型海藻と無節サンゴモ群落の分布面積の年

変動

2000 57: 15-22 宮崎亜希子・辻浩司・大堀忠志・

西紘平:未利用褐藻類の原料性状について

2000 58: 1-8 西浜雄二・宮園章・渡辺晶子・中

島羊二:北海道北西沿岸における渦鞭毛藻

Dinophysis属プランクトンの出現状況とホタテ

ガイ下痢性貝毒毒力の経年変化

茨城県内水面水産試験場調査研究報告

1998 34:72・76 岩崎順・外岡健夫・浜田篤信:

震ヶ浦の藍藻類種組成変化に与える有機酸の影

響

1999 35: 11・24 岩崎順・外岡健夫・石川弘毅:

霞ヶ浦湖岸域における水生植物帯の生物環境

茨城県水産試験場研究報告

1999 37: 101・114 武士和良:茨城県海域におけ

る表面クロロフィルa量の季節変化

1999 37: 121・126 藤冨正毅:1997年に発生した

Ceratium furcaによる赤潮

千葉県水産試験場研究報告

2000 56: 35-45 田中種雄・清水利厚・三田久徳:

千葉県外房沿岸岩礁域の生物相の変化について

神奈川県水産総合研究所研究報告

1999 4:51・60 工藤孝浩:三浦半島，小田和湾

における海草群落の分布

東京都水産試験場調査研究報告

1998 210: 9・14 東元俊光・村井衛:フクトコブ

シ稚貝に対する数種海藻の餌料効果

富山県水産試験場研究報告

1999 11: 67・70 藤田大介・高山茂樹:富山県魚

津市地先における海草ウミヒルモとコアマモの

生育記録(短報)

2000 12:33・42 鈴木秀和・南雲保・藤田大介:

富山湾深層水中で自然繁茂する付着珪藻

2000 12: 43-46 藤田大介:富山湾深層水中に繁

茂する付着珪藻を用いて育成した一口アワビ

(英文)

石川県水産総合センター研究報告

1998 1: 43・46 田島迫生:アナアオサの栄養体

と成熟部に含まれている色素の吸光分析(英文)

愛知県水産試験場研究報告

1999 6: 13明20 鈴木輝明・青山裕晃・甲斐正信:

干潟の汀線付近における水質及びプランクトン

群集の特徴的な分布

京都府立海洋センター研究報告

2000 22:22・28 道家章生・井谷匡志・直矢護:

舞鶴湾におけるアマモ群落の特徴-1 密度，

現存量，草丈組成の季節変化

2000 22:29・35 道家章生・井谷匡志・麗矢護:

舞鶴湾におけるアマモ群落の特徴-D 分布の

制限要因

大阪府立水産試験場研究報告

2000 11: I・16 山本圭吾:1994 -1996年夏季の

大阪湾におけるGymnodiniummildmotoi赤潮の

発生状況について

兵庫県立水産試験場研究報告

1998 34:41・48 永田誠一・中筋昭夫・中谷明泰・

井川直人・堀豊:1995，1996年度漁期後半に播

磨灘のノリ漁場において観測された珪藻プラン

クトンについて(ノート)

1998 34:55・58 原田和弘・西川哲也・中西寛文・

安岡健・堀豊・吉田敏男:1997年7月に播磨灘

北西部沿岸(西播地方)で発生したシャットネ

ラ赤潮の養殖マガキに対する影響(ノート)

1999 35: 1-8 長井敏:大型の珪藻類CoscIno-

discus waiJesiiの播磨灘から採取された海底泥土

中における休眠細胞の形成と生存

1999 35:33・42 永田誠一・井口久和・柴宏有・

亀田賢一・中谷明泰・中筋昭夫・井川直人・西
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田一豊・谷田圭亮:大阪湾における水質の経年

変化

岡山県水産試験場報告

1998 13: 15-18 藤津邦康・小橋啓介・野坂元道:

餌料プランクトンの変動予測に関する研究冬

季の植物プランクトン群集の蛍光強度変化につ

いて

1999 14: 1-3 藤津邦康:備讃瀬戸周辺海域の濁

度の経年変化についてー1975・1996年

1999 14:4・7 藤津邦康・小橋啓介・野坂元道:

牛窓ノリ養殖場におけるノリの色素量変化と水

質環境について

1999 14: 8・10 尾田正:アマモの光合成活性測

定に関する 2，3の実験

2000 15: 1-3 藤津邦康・小橋啓介・林浩志:ノ

リ養殖場のおける溶存態無機窒素とノリの色素

量の関係について

2000 15:30司33 小見山秀樹・草加耕司:アマモ

の生育に及ぼす光量の影響

2000 15: 34-38 尾田正:アマモの枯死期及び葉

体の部位による光合成活性

広島県水産試験場研究報告

1999 20:21・25 橋本俊将:広島県水産試験場地

先における一次生産

福岡県水産海洋技術センター研究報告

1998 8: 61-64 岩淵光伸:ノリ養殖網の張り込

み水位の変化とノリ生産との関係

1998 8: 65-66 藤井直幹:ノリのアイソザイム

にみられる品種間差(短報)

1998 8: 91-96 江藤拓也・桑村勝士・佐藤博之:

1997年秋季に豊前海で発生したHeterocapsa

circularisquama赤潮の発生状況と漁業被害の概

要

1998 8:97・106 池内仁・神薗真人・杉野浩二郎:

玄界灘並びに対馬東水道における栄養塩及びプ

ランクトンの分布

1998 8: 119・121 杉野浩二郎・池内仁・大村浩

一・神薗真人:玄界灘及び対馬東水道における

透明度の変動

1999 9: 11・17 福澄賢二・太刀山透・深川敦平:

福岡湾における養殖ワカメの種苗による生長と

形態の相違

1999 9: 25-31 杉野浩二郎:響灘海域の水質の

変遺

1999 9:33・38 篠原満寄美・杉野浩二郎・佐藤

利幸・池内仁・吉田幹英・本田清一郎・神薗真

人:福岡湾における植物プランクトン群集の季

節変動

1999 9: 43-46 小谷正幸・岩淵光伸・藤井直幹・

湖上哲:海水中のあかぐされ菌の遊走子数とノ

リ葉体への感染の関係

2000 10: 45・48 岩淵光伸・湖上哲:スサピノリ

フリー糸状体のDNA簡易単離法

2∞o 10: 49・50 小谷正幸:ノリ葉体の色落ちの
数値化

2000 10: 51・55 尾田成幸:1卯8年度冷凍生産期

初期に発生したノリの特異的な色落ちと環境条

件

20∞ 10: 91・94 片山幸恵・神薗真人:豊前海に
おける基礎生産力

佐賀県有明水産振興センター研究報告

1998 18: 1-5 川村嘉応・鷲尾真佐人:ノリに含

まれる遊離アミノ酸の簡易抽出法

1998 18:7・14 川村嘉応・鷲尾真佐人・山口忠

則:養殖条件および運搬・蓄養方法によるノリ

含有の遊離アミノ酸量の変動

1998 18:37・52 川村嘉応:支柱式養殖のノリ生

産基本マニュアル(資料)

1999 19: 1・7 横尾一成・川村嘉応・東僚元昭:

滅菌泥中におけるアカグサレ病菌卵胞子の生存

1999 19:9・16 首藤俊雄・吉本宗央:有明海湾

奥部における底泥からの栄養塩類の溶出一I一

溶存態窒素ー

長崎県水産試験場研究報告

1999 25:27・30 桐山隆哉・光永直樹・安元進・

藤井明彦・四井敏雄:対馬豆酸浦でみられた食

害が疑われるヒジキの生育不良現象

宮崎県水産試験場研究報告

1999 7: 29-41 清水博・渡辺耕平・新井章吾・寺

脇利信:日向灘沿岸におけるクロメ場の立地環

境条件について

*文献の入力にあたり北里大学水産学部新鞍

俊寛氏の協力を得ました。

*水産試験場研究報告の藻類関係論文リスト工

(1991・1995)は本誌45(2):126・130(1997)に，同日

(1996-1997)は46(2):123・124(1998)に掲載。
(富山県水産試験場)




